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Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について
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個人情報保護事業

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 主管課 総務課

会計 小事大事
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対象

流山市個人情報保護条例に基づく個人情報の開示、市の事務における個人情報の収集・利用の
公表。

平成１４年に個人情報保護条例を制定し、運用している。

　個人情報を適正に管理運用することにより、個人の権利利
益の保護を図る。

主管課長 早川　仁市民参加の地域社会づくり

名　　称 平成2６年度 平成2７年度 平成2８年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市の実施機関 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

個人情報開示請求件数 17 3 20 件 →→

0 0

平成2７年度

16,784 12,832

0.96

件 ↘↘↘0

20,404

16,784 12,832 20,404

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

5,821,184 7,241,632 6,610,804

  個人情報の開示請求に対する不開示
情報の決定に際しては、条例の適用が
適正であるかを常に確認して判断して
いる。

平成2６年度 平成2８年度

5,804,400 7,228,800 6,590,400

0.84 0.96

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ｂ　必要性は変わらな
い

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

・市の事務における個人情報の収集・
提供に関しての適正さの維持。
・非識別加工情報の提供について検
討。

④今後の
改善計画

・個人情報の新たな収集・提供につい
て、研修等を通じて適正な事務運用を
促していく。
・個人情報保護条例の改正の検討。

①今年度
(H28)の
改善計画

②今年度
(H28)に
実施した

取組

・個人番号を含め個人情報の新たな収
集・提供について、研修等を通じて適
正な事務運用を促していく。

・個人情報保護に関する研修を実施し
た。
・文書取扱主任研修等において個人情
報の適正な管理運用を促した。


